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私は、わが国を、文化大国にしたい。 
 
世界は「文化の時代」に突入している。21 世紀の今日、世界中の国々が経済発展を遂げたことで、多

くの人々が物の豊かさだけでなく、心の豊かさを求めている。人は、物心両面の豊かさがあってこ

そ、真の幸せに近付くからだ。大まかに、人々の物質的欲求から発展するものが「経済」であれば、

精神的欲求から発展するものこそ「文化」であるといえよう。世はまさに大文化時代。 
 
文化の時代とはつまり、経済の安定と社会の平和のもとで、生活の基本的な欲求を満たされた多くの

人々が、文化に勤しむ時代だ。文化とは、ここでは、娯楽に限らず、衣食住をはじめ、学問・科学・

芸術・法律・道徳・宗教など、人が生み出したものの総称を指す。文化の作り手には、例えば、研究

者、技術者、起業家、料理人、漫画家、建築家、工芸家、音楽家、哲学者、宗教家などがある。 
 
文化の時代には、文化発展と経済発展が両立する。多くの人々が文化を求めると、文化の経済的な価

値が高まるからだ。つまり、文化の時代を迎える国々にとって、文化の発展こそが、人々の物心両面

の豊かさを実現しうる国家目標なのである。従って、世界に先立って先進国となった日本が目指すべ

き姿は、文化の発展を指導理念とする国家だと私は考える。すなわち「文化国家」である。 
 
日本は本来、文化国家としての存在感を持つ。私たちの祖先が、数万年の歴史の中で、豊かな自然と

調和しながら、土着の文化と外来の文化を融合し続け、世界屈指の文化を日本に作り上げた。何よ

り、日本の精神は、自然や万物を尊ぶ神道が根底にあった上で、徳や仁義を重んじる東洋思想や、自

由や平等を目指す西洋思想など、人類の普遍的な真善美が共存している。和の精神と言えよう。 
 
日本は、その文化性から、文化国家として世界のリーダーになる素質がある。これまで世界中で、経

済性重視・文化性軽視の副作用として道徳が育まれず、戦争をはじめ、人権侵害や環境破壊などの利

己的な行為がまかり通ってしまった。そこで日本こそが、世界に誇る文化国家として、和の精神で世

界の平和を目指し、国際社会を清く正しく美しく導くべきだと私は考える。「文化大国」だ。 
 
私は、わが国を、文化大国にしたい。そのために政治の力で国を挙げて文化振興に力を入れたい。政

府から「日本文化国家宣言」を国内外に発出した上で、国づくりの抜本的改革を目指す。「文化省」

の新設はその象徴だ。中でも、研究開発の強化、道徳教育の強化、文化産業の強化を三本柱として、

文化発展と経済発展の両立を目指し、日本の文化力で世界の繁栄、平和、幸福に貢献したい。 
 
とりわけ、文化産業の強化が肝である。アニメや食をはじめ、日本の創造産業や観光産業には、世界

中の人々を幸せにする力がある。文化産業を官民一体で振興し、世界に資する日本の基幹産業にした

い。文化 GDP や観光客数は一つの指標だ。その起爆剤として、江戸城再建を皮切りに、ディズニーに

並ぶ日本産テーマパークや、中華街に並ぶジャパンタウンを世界中に作ることを目指す。 
 
以上の志「文化大国日本」を実現するため、私は総理大臣を目指す。それゆえ、わが政治道の原点と

して、松下政経塾の門を叩いた。松下幸之助塾主は生前、日本の目指すべき姿として、精神大国や道

徳大国を掲げていた。また、観光立国に至っては、戦後間もない 1952 年から提言している。私は、塾

主と想いを同じくする者として、世のため人のため、この命をかけて志の実現を目指す。 
 
私はいかなる金力・権力・暴力にも屈せず、大衆の世論の支持するところに従い、大衆の幸福のため

に積極的かつ良心的に行動することをここに誓う。 


